



『形而上学』Λ巻７章と９章の読解   鈴　木　想　平
ためらい論   井　上　　　遼
メルロ=ポンティ研究   生　駒　美　桜
カント倫理学における道徳的行為の主観的源泉   中　村　　　涼
東洋哲学
天台智顗の放生行に関する一考察   小　口　　　萌
「正始玄学」研究   伊　藤　　　涼
『守護国界章』の研究   武　本　宗一郎
天台教学における頓教の思想的展開   矢　島　礼　迪
伍守陽の煉丹術に見る実践と生活   𠮷　澤　明　希
心理学
包括的居場所感尺度の作成   仙　譽　晋一郎
ベイズ的アプローチによる有望顧客抽出モデルの提案   岡　　　律　子
音楽聴取方法の相違による心理状態への影響の検討   昆　　　美智子
社会学
八ッ場ダム建設地域における住民運動と生活再建の研究   中　村　裕　太
中国都市部における高学歴高収入の未婚女性の意識に関する研究   張　　　茗　卉
道徳とコミュニケーション   三津田　　　悠





ジェンダーとセクシュアリティ意識を育む中国の大学生サークルの価値   鄧　　　暁　宇
私立短期大学における社会人受け入れ策の変容   川　並　弘　順
高知県大月町における高校の変遷と住民意識の変容   笹　島　康　仁
子どもの意見表明・参加の行使と支援の展望   森　崎　杏　菜
日本におけるキャリア教育の現状と課題   大　塚　咲　希
日本語日本文学
高井几董の発句研究　──漢籍に関わる句作を中心に～   長　尾　慶　虎
太宰治の一九四一年   BAI JINGZE
『源氏物語』の本文   小　林　美咲子
内田百閒研究   山　本　有　香
梁塵秘抄論   藤　永　夕貴乃
「打ちことば」再考   小　川　真　弘
万葉集荒都歌考   渡　邉　　　和
江戸の小謡本出版   原　　　八千代
藤枝静男論   石　坂　優　人
天井桟敷・寺山修司実験演劇論   岡　田　俊　介
芥川龍之介作品論   原　　　優　作
川端康成文学における〈意識〉の表象   馮　　　思　途
『新撰万葉集』を通してみる「和歌的」漢詩の形成   劉　　　婉　菁
村上春樹研究   WANG ZHISHENG
平安和歌と漢詩文の比較研究   ヨ　ウ　婉　露
感動詞の音調について   姚　　　　　瑶
『源氏物語』と絵画に関する研究   楊　　　卓セイ
英文学
How anxiety affects proficient non-native speakers of English   入　野　志　保
Mechanism Working in Rebecca   熊　田　のぞみ
修士論文一覧
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『ナルニア年代記』研究   加　藤　佐和子
Pale Fire at the Crossroads of Modernism and Postmodernism.   戴　　　佳　穎
異分子としてのシャイロック   久保田　　　祥
触覚性の詩   巖　谷　　　薫
フランス語フランス文学
プルースト「スワンの恋」   中　里　　　重
フィリップ・キノー『芝居じゃない芝居』 La Comédie sans comédie 論   髙　安　理　保
ヴィリエ・ド・リラダン　クレール・ルノワール論   藤　坂　龍之介
ロシア語ロシア文化
ミハイル・ゾーシチェンコ『日の出前』における模倣と諷刺の問題   奥　村　大　志
アレクシエーヴィチ『セカンドハンドの時代』研究   西　辻　亜以子
中国語中国文学
広東語の単音節語の研究   塩　田　祥　大
演劇映像学
19世紀前半サンクトペテルブルクのバレエ   大　林　貴　子
トーキー時代におけるアベル・ガンス   細　海　叡士郎
ブルーバード映画の変遷と女性監督たちの役割   入　倉　友　紀
90年代マース・カニングハムの振付方法論の分析   藤　本　雄二郎
美術史学
モーリス・ドニ作《バッカス祭》研究   森　　　万由子
ボッティチェリのダンテ『神曲』挿絵研究   中　村　亮　介
J.W. ウォーターハウス作品におけるキリスト教主題作品の検討   安　部　春　香
クランブルック・コロニー   荒　木　彩　花
（5）1130
ダンテ・ゲイブリエル・ロセッティの女性像   小　菅　桃　子
白隠慧鶴の画業考   柿　澤　香　穂
鍬形蕙斎の「略画式系絵手本」に関する考察   加　藤　ゆずか
マリー・ローランサンにおけるキュビスム受容   山　田　茉　委
ルーヴル美術館所蔵《田園の合奏》に関する研究   板　垣　ゆ　き
ゴヤ『戦争の惨禍』における兵器の表象   土　橋　茉　璃
日本史学
幕末期の薩摩藩における情報の交錯   張　　　騰　雲
中世前期女院家政機関の構成   伊　藤　綾　子
戦国大名今川氏と国衆   森　　　憧太郎
後三条期の特質   阿　部　友　博
『後三年合戦絵詞』の成立年代   落　合　美　佳
東洋史学
『左伝』の礼観念について   劉　　　胤　汝
清朝初期広東における藩王商人について   LIN YUE
清朝初期における杭州統治と在地社会   孫　　　佳　麗
前漢時代前期の「長者」について   小　祝　大　輝
西洋史学
後期中世のイタリアにおける同時代聖人の「創造」   白　川　太　郎
マーガレット・サッチャーのEC観（1975-1979年）   佐　藤　龍結雅
考古学
カンボジア、サンボー・プレイ・クック遺跡群出土土器の型式学・編年学的研究   横　山　未　来
造瓦技法にみる信濃国分寺の創建過程   堀　川　洸太朗
奈良時代における下野国造薬師寺司瓦工集団の動向とその背景   谷　川　　　遼
後期青銅器時代におけるエジプトとミケーネ文化期ギリシャの交流   有　村　元　春
修士論文一覧
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古代エジプト新王国ラメセス朝期における供物表現   　沼　奏　美
７世紀印波の貝化石を使用した横穴式石室の考古学的研究   川　村　悠　太
土器から見た縄文時代前期後半における地域間交渉   佐　藤　亮　太
中国北方における元代墓制の考古学的研究   吴　　　心　怡
文化人類学
麗江における男女出会いの文化の形成と麗江の都市発展に及ぼす影響に 
関する研究   孫　　　　　瑋
現代社会における聖なる空間の役割   相　原　実乃織
表象・メディア論
地球儀論   松　井　奈菜子
デジタル時代の大衆写真論   庄　子　真　汀
ピエール・ルジャンドルの講義『真理の帝国』における、心身二元論の問題   蓮　子　雄　太
翻訳における読者   村　井　厚　友
現代日本イラストレーションの地殻変動   福　田　正　知
デリダとベンヤミンにおける翻訳について   新　谷　嘉　徳
ジャック・ラカンにおける主体の〈無〉とそのヘーゲル哲学からの影響   片　岡　一　竹
岩井俊雄の活動におけるメディア・アートの内部と外部   佐久間　　　慧
現代文芸
待機について   船　越　絵　雅
後藤明生論   田　中　知　子
境界の「わたし」   長谷川　美　緒
空白地帯   重　光　友　夏
新川明の「アムビギュアス」な「沖縄独立論」   平　良　海　舟
マルグリット・デュラス『愛人』論   山　田　紗梨恵
尾崎翠研究   梶　山　志緒里
